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本研究では蛋白研の 500MHz クライオプローブ(BBFO)を活用することで、リン酸以外にも窒素に

関する、水素結合を含む化学的環境の解析を行った。1D-15N では 1H-15N HSQC では相関が与えられ

ないような 1H の交換が速いケースでも直接的に情報を得ることができる。シアノバクテリアのタンパ

ク質 RcaE は発色団 PCB（phycocyanobilin）をもち、他の CBCR（シアノバクテリオクロム）や植物

のフィトクロムとは異なり、PCB におけるプロトン化・脱プロトン化が光吸収メカニズム（赤色光吸

収型と緑色光吸収型）に関与することが示唆されていた。PCB 選択的 13C,15N 標識 RcaE（GAF ドメ

イン）を調製し、pH 7.5 の赤色光吸収型(Pr) (Fig.1A)と緑色光吸収型(Pg) (Fig.1B)の 1D-15N スペクト

ルを比較した結果、緑色光吸収型 (Fig.1B)にのみ、260 ppm 付近に PCB の B 環由来と考えられる脱

プロトン化した状態（N=C）の信号を取得することに成功した。次に、pH 10 の強制的に脱プロトン

化した状態の赤色光吸収型のスペクトルを測定したところ、緑色光吸収型 (Fig.1B)と同様のスペクト

ルを観測することに成功した（Fig.1C）。これにより PCB のプロトン化・脱プロトン化が光変換によ

って制御される直接的な証拠の取得に成功した 1。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Fig.1 1D-15N spectra of PCB selective 13C,15N labeled RcaE. 

(A)Pr state at pH7.5. 

(B)Pg state at pH7.5. 

(C)Pr state at pH10. 

(A)-(C)Asterisk shows overlapped peaks. 
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